Man Power Simulation: A Case Study by 百海 正一 & Hyakkai Shoichi
1
〈論 説〉
マ ン パ ワ ー ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
ケ ー ス ス タ テ ボ ー一
百 海 正 一
1.序 は じめ に
マ ソパ ワ ー ・プ ラ ソ ニ ソ グに 関 す る研 究 は,方 法 論 的 に は 解 析 的 モ デ ル に よ
る もの と シ ミュ レー シ ョ ソモ デ ル に よ る もの とに 分 類 す る こ とが で き る。
解 析 モ デ ル の 主 な も の と して は 線 型 計 画 法(含 ゴー ル ・プ ・ グラ ミソグ)に よ
く2ラく13
る モ デ ル とtル コ フ ・モ デ ル に 大 き く分 類 す る こ とが で き る。
こ こで は 一マル コ フ ・モ デ ル を ベ ー ス と した モ デ ル に よ る シ ミュ レー シ ョンを
行 う。
1)目 的
マ ソパ ワー ・シ ミュ レー シ ョソは,採 用 か ら各部 門へ の配 置,ジ ョブ ・ロー
テ ー シ ョン,職 種 転 換,退 職,さ らに昇 格 ・昇進 とい った 人事 管理 に関連 す る
行動 を シ ミュ レー トし,予 想 され る結 果 を把握 す る ことに よ って,人 事 計 画
人事制 度 や 人事 管理 お よび管 理 基準 な どに関 す る検 討資 料 を提 供 しよ うとす る
もので あ る。
例 えば,終 身 雇用 制 を原 則 とす る 日本 的 な組 織 に お いて は,採 用 は新 規学 卒
者 の採 用 が 中心 で あ る。 そ れ ゆ え,現 行 の採 用方 針 お よび 昇進 基準 を継 続 して
くわ
い った ら,5年 後,10年 後 には組 織 内 の 人 員構 成 な り,職 務 構 成 に どの よ うな
問 題 が生 じるのか,ま た,人 事制 度 の変 更 を行 った場 合s将 来 どの よ うな問 題
が 生 じるのかが シ ミュ レー シ ョ ンに よ り具 体的 に予 測 で ぎるな らば,そ の結 果
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が企 業 に とって望 ま しい状 態 か ど うか を検 討 す る こ とに よ り,現 在 意 思決 定 を
必要 とす る問 題 の把 握 と将 来 意 思決 定 が必 要 とな る問題 を知 る こ とが で きる
。
さ らに,こ れ らの問題 を解 決す るた め の諸 々の代替 案 ,例 えば 丁 中途 採用,
資 格制 度 の 導 入,ジ ョブ ・mテ ー シ ョン,教 育 訓r配 置 転 換 な どの諸 政 策
を導 入 した場 合,将 来 の人 員構 成 は ど うな るか,ま た,そ の場 合 の問題 点 は な
に か等 々,シ ミュ レー シ ョソに よって繰 り返 しい ろい ろ な ケー スを テ ス トが で
きる。
シ ミュ レー シ ョソは,人 事 関係 の よ うに実験 が 許 され ない分 野 で 人事 管理 上
の ア イデ ア,人 事政 策 の テ ス トや チ ェ ックの ため に有 効 な手 段 と して利用 で き
る。
2)適 用 分野
人事 業務 の 中 で,シ ミュ レー シ ョソが 適 用 で きる分 野 を大 別 す る と,以 下 の
2つ に 集約 で き よ う。
a)マ ンパ ワー ・プ ラ ソ
企 業 で必 要 とす る 人材 の採 用,育 成,昇 進(昇 格),職 位 体 系 ,資 格 制 度,
職 種 間移 動,経 歴管 理,職 種 別 人 員構成 の適 否 な どを検 討 す るため の シ ミュ レー
シ ョ ンで あ る。
例 えば,人 材 を 育成 す る方 法 と して,仕 事 を通 じてい ろ い ろな経験 をつ ませ ,
計 画的 に 仕事 を変 え る こ とに よ り,企 業 と して 望 ま しい人材 の育 成 を はか る方
式 と して,キ ャ リアー一 ・デ ィベ ロ ップメ ソ ト ・プ ログラ ムが あ る。
この方 式 を確立 す るため には,ま ず,現 行 従業 員の スキ ルお よび キ ャ リア ー
を把握 し,そ の デ ・一タを使 った ジ ョブ ・mテ ー シ ョン案 を も とに将 来 の姿 を
シ ミュ レー トしてみ る。 そ の結 果 か ら,ど の分 野 の 人材 が どの程 度 不 足 す るか
が 明 らか に な る と同時 に,ジ ョブ ・ロー テ ー シ ョン案 の 妥 当性 を検 討 す る こ と
が可 能 とな る。 さ らにr不 足 す る人 材 を補 うた め の教 育計 画 の方 向づ け と どの
程 度 の 人間 を中途 採 用 した ら よいか の 目安 を検 討 す る こ と も可能 とな る。
b)マ ンパ ワー ・コス ト
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人事 部 門 に と って,給 与 の将 来 ビジ ョソの作 成,給 与 制 度 の手 直 しや 見直 し,
賞 与 支給 率,給 与 ベ ース ア ップ率 の レー ト設 定 な どを検 討 す る こ とも また重 要
な課 題 であ る。
例 え ば,現 行 給 与制 度 や退 職 金 な らび に年 金 制 度 を ど う変 更す る と,人 件 費
あ るい は総 費 用 に どの よ うな影響 を与 え るか な どを給 与 デ ー タを も とに シ ミュ
レー トして み る必要 が あ る。 そ れ に よ り,新 しい給 与 制 度案 な りが,単 な る理
想 案 な のか,そ れ と も可 能 性 に裏 付 け られ た実 行 可能 な案 な のか,シ ミュ レー
シ ョソに よ って 明確 に つか む こ とが で ぎ る。
3)前 提 条件
マ ソパ ワー ・コス ト分野 に属 す る シ ミュ レー シ ョン ・モ デル を作 成す るた め
に はsま ず現 行 給与 制 度 の基 準 とな ってい る,年 齢 ・勤続 年 数 ・職 務 ・資 格 ・
職 位 ・学 歴 ・人事 考 課 に基 づ く評価 な どを 分析 す る こ とが 不可 欠で あ る。
給 与制 度 に して も退職 制 度 に して も,ほ とん どの企 業 では この分野 に おけ る
制 度 が完 成 され てお り,モ デ ル化 が比 較 的 容 易で あ る。
しか しなが ら,マ ソパ ワー プ ラ ソの対 象 とす る分 野 は,人 事 政策 の決 定 に あ
た って経 験 や 勘 が 多用 され,場 当 り処 理 的 な 色彩 が 強 くみ られ る ところ であ る。
したが って,こ の 分野 で モデ ルづ く りを推 進 して い く場 合 には,人 事部 門 を
は じめ とす る関 係 部 門 の 了解 を取 りつ け る こ とが モデ ル開 発 以前 に大 変 重要 な
仕 事 とな る。
仮 に,モ デ ルそ の ものが,使 う立場 か ら見 て大変 使 い やす い モデ ルで あ って
も,そ れ が 人事 部 門 の事 前 の了解 な しに モ デルづ く りが進 め られ た りした ら,
それ だ け で受 け 入れ られ な い こ とが多 い。 と くに 人事 関係 は デ ー タの機 密 性 の
点 で大 きな制 約 を受 け るか らな お さら事前 の根 回 しが必要 で あ る。
こ う した 背景 を も とに,マ ソパ ワー プ ラ ン ・モ デル を作 成 し,人 事 担 当者 が
現実 に 直面 す る中短 期 的 問題 に つ い て,現 在 の 人事 制 度 な い しは 人事 政 策 が将
来 に もた らす 結 果 の予 測 と諸 制 度 あ るいは政 策 の変 更 に伴 って生 じる予 測 の変
化 を,具 体 的 に シ ミュ レー トす る試 み が次 に述 べ るA社 の ケー スで あ る。
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2.モ デ ル設 計
D設 計思 想
まず,モ デル を設 計 す るにあ た って汎 用性 に 重点 を置 き,一 つ の基本 モ デル
を基礎 に,そ の上 に い くつ か の機 能 を追加 した サ ブ プ ロ グラム な りを連 結 す る
こ とに よ り・ で きるだけ 試行 錯 誤 で もシ ミュ レー シ ョンで ぎる よ うな モデ ル を
設 計 す る こ とが 大 切 であ る。 と くに,人 事 担 当者 は一 般 的 に コン ピ ュー タに弱
い といわ れ て い る こ とか ら,操 作 しや す い メニ ュ ー形 式 な ど設 計 に 工夫 を 加 え
る ことが 必要 で あ ろ う。
A社 の 人事 制 度 は 多 くの企 業 同様 勤続 年 数 を基礎 と した能 力資 格制 度 を中
心 に運 営 され て お り,し たが って勤 務年 数 お よび能 力資 格 を考 慮 した モ デル を
基 本 とす る。
2)基 本 概 念
A社 の 情 報 シ ス テ ム 部 門 の 場 合,職 務 遂 行 能 力 に よ り
,1職 級(例 え ば,
T「ainee)・2職 級(例 ・SystemEngineerJuni・r)
,3職 級(例,SystemEngineer),
4職 級(例 ・SystemEngineerSeni・r) ,5職 級(例,AssistantManager)の 資 格
に 分 類 され て い る。
高 校 卒 業 者 が,オ ペ レ ー シ ョン部 門 に オ ペ レ ー タ ー と して 配 属 され る と
,ま
ず1職 級 に ラ ソ ク され 以 後 毎 年 の 人 事 考 課 に お い て
,職 務 遂 行 能 力 の 取 得 状 況
と オ ペ レ ー タ ー職 上 位 資 格 へ の 能 力 を評 価 され ,逐 次 オ ペ レー タ ー ・ジ ュ ニ ア,
シ ニ アへ と昇 格 す る こ と に な る
。
モ デ ル 化 す る に あ た り,職 能 資 格 に も とづ き,以 下 の 定 義 を 行 う。
a)職 級
図1に お い て,A社 の 職 級 と勤 務 年 数 を も とに,
オ ペ レー タ ー ・ トレイ ニ ー;1職 級 入社1年 目
オ ペ レ ー タ ー ・ジ ュ ニ ア;2職 級 入 社2年 目～7年 目
オ ペ レー タ ー ・シ ニ ア;3職 級 入 社8年 目以 降
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と定 義 す る。
図1
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入社 前 の学 歴 に よ り,入 社時 格 付 け され る職 級 差 を除 去 す るた め,実 際 の勤
務 年 数 に 対 して は,大 学 院(修 土)卒 は6年,大 卒 は4年,短 大,工 専 卒 は2
年 を高卒 の職級 に加 え た もの を,ま た 中途 入 社 した者 に対 しては,職 務 年数 を
参 考 に して,標 準 勤 務年 数 とす る。
これ に よ り,勤 務 年 数 と職級 に よ って,あ る社 員が オペ レー ター一職 な りプ ロ
グラマ ー職 な りの どの ポ ジ シ ョソか 位 置 づけ で き る。
c)考 課
各職 級 ご とに与 え られ る考 課 の標 準 を3と し,標 準 考課 よ り上 位 を4,下 位
を2と す る。
オペ レー ター ・トレイ ニ ー と して 入社 した者 は1職 級12号 俸 を与 え られ,年
度 末 に 人事考 課 を受 け る。
そ の 際,考 課3を 獲 得 した者 は,翌 年 オ ペ レー ター ・ジ ュニ ア(1職 級15号
俸)に 昇進 す る。
また,考 課4を 獲 得 した者 もオ ペ レ・一タ ー ・ジ ュ ニア(1職 級16号 俸)に 昇
進 す る。
一 方
,考 課2を 獲 得 した者 は そ の ま まオ ペ レー一ター一 ・トレイニ ー(1職 級14
号俸)に 留 ま る。
図1は 各職 級 に おけ る標 準 勤務 年 数 を示 す 。
d)推 移 確 率
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まずs昨 年 度 に お け る オ ペ レ ー タ ー職 の 構 成 人 員 の 中 か ら,あ る職 級 あ る
勤 務 年 数 に 属 す る社 員 が 人 事 考 課 に よ って,考 課2,3,4を 獲 得 した 人数 を既
存 の 人事 シ ス テ ム の デ ー タか ら把 握 す る。
例 え ば,オ ペ レー タ ー ・ ト レイ ニ ー か ら オ ペ レー タ ー ・ トレイ ニ ー に 留 ま っ
た 人 は0人,オ ペ レ・一 タ ー ・ トレ イ ニ ーか ら オ ペ レー タ ー ・ジ ュ ニ ア に 昇 進 し
た 人 が20人 とす る。
次 に,オ ペ レ ー タ ー ・ジ ュ ニ アか ら オ ペ レー ター一 ジ ュ ニ ア に 留 ま った 人 が
18人,オ ペ レ ー タ ー ・ジ ュ ニ アか ら オ ペ レー タ ー ・シ ニ ア に 昇 進 した 人 が2人
とす る 。
さ らに,オ ペ レー タ ー ・シ ニ ア5人 の 中 か ら ス ー一パ ー バ イ ザ ー な りア シ ス タ
ソ ト ・マ ネ ー一ジ ャ ー一に 昇 格 した 人 が2人 とす る 。




(注)*係 長 ・課長補佐.ス ーパ ーバイザ ーな どへの昇格。
**退 職 の他
,現 職務に対す る不適 応な どの理 由に よる他職
務への変更を含む。
オ ペV一 タ ー ス ア 他 退
iシ 部 職
ト ジ シ パ ス、 門 ・
TO レ ユ 二 1マ タ へ
イ 二 ア ・orネ ソ 異
二 ア ハ1ト 動






次 に,推 移 確 率 を 求 め る 。 まず,オ ペ レー タ ・一 ・ ト レイ ニ ー か ら オ ペ レー タ
ー ・ トレ イ ニ ー に 留 ま る 確 率 は0 .0,次 に オ ペ レー一タ ・一 ・ トレ イ ニ ーか ら オ ペ
レー タ ー ・ジ ュ ニ ア に 昇 進 した 確 率 は1 .00,最 後 に オ ペ レー タ ー ・ ト レイ ニ ー
か ら退 職 あ る い は 他 職 務 へ 変 更 した 確 率 は0.00と な る。
図2か ら推 移 確 率 は 図3の よ うに な る。
(196)
マ ン パ ワ ー ・ シ ミ ュ レ ー・ゾ ヨ ン7
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TOレ t 二 1マ タ へ
イ 二 ア ・orネ ン の
二 ア ハ 】 卜 異








ジ ユ ニ ア o.9a 0.10
タ
ー
ト レ イ ニ o.oa 1.00 0.00
(注)前 掲図2と 同 じ。
さて,t年 度 に お け る運 用 部 門 の 採 用 人 員 を,
OTN(t);オ ペ レー ター トレイ ニ ー(新 卒採 用)
OJN(t);オ ペ レー タ ー ジ ュ ニ ア(中 途採 用)
OSN(t);オ ペ レ ー タ ー シ ニ ア(中 途採 用)と 定 義 す る。
また,t年 度 初 頭 に お け る,現 在 の オ ペ レー タ ー職 の 構 成 人 員を,
OT(t);オ ペ レ ー ター トレイ ニ ー
OJ(t);オ ペ レー ター ジ ュ ニ ア
OS(t);オ ペ レー タ ー シ ニ ア と定 義 す る。
次 に,t+1年 度 に お け る構 成 人 員 を,
OT(t十1);オ ペ レ ー タ ー ト レイ ニ ー
OJ(t十1);オ ペ レー タ ー ジ ュ ニ ア
OS(t+1);オ ペ レー ター シ ニ ア と定 義 す る。
t+1年 度 に お け る オ ペ レー ター職 の 構 成 人 員 は,
(t+1年 度 に お け る構 成 人 員)
=(t年 度 に お け る採 用 人 員)
+(t年 度 か らt+1年 度 の 間 に あ る職 級 か ら次 の職 級 に 昇 進 した 人
間,同 じ職 級 に 留 ま った 人 間 あ る い は 別 の 職 級 に 異 動 した 人間)
(4a
-(t年 度 か らt+1年 度 の 間 に転 出 した 人間)で 表 され る。
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こ こで,t年 度 か らt+1年 度 の 間 に 異 動 した 場 合 の推 移 確 率 の デ ー タが 不
明 な場 合,あ る い は 人 事 シ ス テ ムか ら得 られ た デ ー一タに 信 頼 性 が 得 られ な い 場
合 に は,数 年 間 の 人 事 記 録 を 参 考 に して 平 均 的 な 推 移 確 率 を 統 計 的 に 求 め て 代
替 させ て も よ い。
以 後,推 移 確 率 は 変 化 しな い もの と して,毎 年 一 定 の 人 員 な り,一 定 の 増 加
率 な りで 採 用 した 場 合,5年 後,10年 後 ど の よ うな 職 能 別 構 成 に な る か シ ミュ
レー シ ョ ソを 行 う。
こ の モ デ ル の 特 色 は 過 去 の 推 移 確 率 を 利 用 して 予 測 を 行 うこ とに あ るが
,推
移 確 率 を 求 め る 際 に,サ ソ プ ル が 小 さす ぎ て,そ こか ら得 られ る推 移 確 率 に 信
頼 が お け な い ま ま シ ミュ レー シ ョ ソを 行 うの は 危 険 で あ るか も しれ な い
。
そ こ で,図1で,オ ペ レー タ ・一 ・ トレイ ニ ー,オ ペ レー タ ー ・ジ ュ ニ ア ,オ
ペ レー タ ー ・シ ニ ア の 標 準 勤 務 年 数 は そ れ ぞ れ1
,6,7年 で あ る か ら,オ ペ
レー タ ー ・ トレイ ニ ーか ら オ ペ レー ター ・ジ ュ ニ アへ 昇 格 す るに は 標 準 勤 務 年
数1年 ・ オ ペ レー ター ・ジ ュ ニ アか ら オ ペ レー タ ー ・シ ニ アへ 昇 格 す る に は 標
準 勤 務 年 数5年 を 要 す るか ら,オ ペ レー タ ー一 ・ トレイ ニ ・一か ら オ ペ レー タ ー ・
ジ ュ ニ ア へ の 推 移 確 率 をPOTOJ,オ ペ レー タ ー ・ジ ュ ニ ア か ら オ ペ レ ー タ
ー ・シ ニ ア へ の 推 移 確 率 をPOJOSと す る と
,
P・T・J一標輪 年数一÷-1…
P・J・S一 繭 務 年 数 一÷ 一・・17と な る.
逆 に ・ オ ペ レー タ ー ・ジ ュ ニ ア か ら オ ペ レー タ ー ・ジ ュ ニ ア に 留 ま る推 移 確 率
POJOJは,
PoJOJ=(1-POJ4S)=0.83と な る。
こ の よ うに 標 準 勤 務 年 数 を 基 準 と して,推 移 確 率 を求 め る方 法 も考 え られ る
。
推 移 確 率 は 図4の よ うに な る。
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図4 オ ペ レ ー タ ー ス ア 他退
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(注)前 掲図2と 同 じ。
この推 移確 率 に,実 際 に 退職 した老}病 気 に な って オ ペ レー ター職 を離れ た
者,プ ログ ラマ ー職 に移 った者 な どを考 慮 して補 正 す る必 要 が あ る。
3)モ デ ルの 作成
A社 に おけ る情報 シス テ ム部 門 は 以下 の部 門 と職 務 内容 職 種 名 に分 類す る
こ とが で きる。
1.管 理 部 門 主 と して情 報 システ ムの計画 と管理 的 仕 事 に従 事す る。
ll情 報 シ ステ ム部 門 内 要 員 の管理 を担 当す る 人。 〔例 人事 担 当〕
1.2情 報 シス テ ム全般 に つ い て の 管 理 業 務 を担 当す る。 〔例 予 算 担
当,業 務担 当〕
1.3情 報 シ ステ ム全般 につ い て の総 合 計 画(長 期,短 期計画 と管理,資 源計
画 と管理 など)を 担 当 す る。 〔例 プ ロジ ェ ク ト ・プ ラ ンナ ー,シ ス
テ ム ・プ ラ ンナ ー〕
1.4ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,コ ミュ ニケ ー シ ョソ ・シ ステ ムな ど
の分 野 に おけ る調 査 研究 お よび技 術 的支 援 を行 う。 〔例 ハ ー ドウ ェ
ア ・スペ シ ャ リス ト〕
1.5標 準 化推 進,教 育訓 練 計画 と実 施を担 当す る。 〔例 情 報 教育担 当〕
2.開 発 部 門
1(,商 経 論 叢 第27巻 第1号
/193)
2.1主 と して情 報 シ ス テ ム の 分 析 と設 計 の 仕 事 に 従 事 す る
。
シ ス テ ム の 導 入 に あ た っ て ,予 備 調 査 と概 要 設 計,シ ス テ ム要 件 の 分 析 ,
外 部 設 計,内 部 設 計 な どを 行 う。 〔例 シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ ー
,シ ス テ ム.
エ ン ジ ニ ア〕
シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ ー(SystemDesigner)は'腱1報 シ ス テ ム の 利 用 部 門( ユ ー
ザ ー)や 関 連 企 業 に 対 して ,大 型 の 情 報 シ ステ ム 化 要 求 に 関 す る 予 備 調 査 ・
実 行 性 検 討(フ ィー ジ ビ リテ ィス タデ ィ)お よ び コ ンサ ル テ ィ ン グ業 務
,オ ソ
ラ イ ン シ ステ ムや デ ー タ通 信 シ ス テ ム の 分 析 と概 要 設 計 な ど の 業 務 を 担 当 す
る。
これ ら の業 務 を 遂 行 す る た め に は ,ハ ー ドウ ェ ア や ソ フ トウ ェ ア面 で の 高
度 な 知 識 や オ ソ ラ イ ン シ ス テ ム の 構 築,管 理,評 価 業 務 な ど の経 験 や 汎 用 ソ
フ トウ ェ アや パ ッ ケ ー ジ の 知 識 プ ロ グ ラ ム の 設 計 ・開 発 の経 験 が 必 要 と さ
れ る。
→ 方
・ シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア(systemEngineer)は 小 規 模 シ ス テ ム に お
け る 適 当 業 務(ア プ リケー シ 。ン)の 分 析 と シ ス テ ム の 設 計 あ る い は オ ン ラ イ
ン シ ス テ ム の よ うな 大 型 シ ス テ ム の 一 部 分 の 分 析 と シ ス テ ム の 設 計 業 務 を 主
と して担 当 す る。
シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア ・ジ ュ ニ ア(Junior)は 少 な く と も2～3年 以 上 の プ ロ
グ ラ ミン グ経 験 が 必 要 と され る。
2.2主 と して 適 用 業 務 の プ ロ グ ム 開 発 に 従 事 す る
。
適 用 業 務 プ ロ グ ラ ム の 開 発 ・テ ス ト ・保 守 を 行 う。 ま た プ ロ グ ラ ム設 計 ,
仕 様 書 の 作 成,プ ロ グ ラ ム,コ ー デ ィ ソ グ,テ ス ト ・プ ロ グ ラ ム の 修 正 な ど
を 行 う。 〔例 プ ロ グ ラ マ ー,適 用 業 務 プ ロ グ ラマ ーつ
プ ロ グ ラ マ ー(Programmer)ジ ュ ニ ア ー(Junior)は
,主 と してCOBOL,
ASSEMBLER言 語 な どを 使 っ て適 用 業 務 プ ロ グ ラ ム の 開 発 ・テ ス ト ・保 守
を 行 う。
2.3主 と して シ ス テ ム 制 御 プ ロ グ ラ ム と そ れ に 関 連 す る 専 門 的 技 術 サ
ポ ー トを 行 う。
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シ ス テ ム制 御 プ ロ グ ラ ム やDB/DCシ ステ ム な ど の 維 持 ・導 入 ・ シ ス テ ム
構 成 の効 率 化 に 対 す る設 計,評 価,管 理,お よび 情 報 シ ス テ ムの 管 理 技 術 サ
ポ ー トを 行 う。 〔例 シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ ー,シ ニ ア ・プRグ ラ マ ー一
プ ロ グ ラマ ー ・シ ニ ア(Senior)の 一 部 は 汎 用 ソ フ トウ ェ アや テ ス ト ・ツ ー
ル の 開 発 な ど特 定 分 野 の 新 製 品 や 新 技 術 の 開 発 業 務,コ ソ トロー ル ・プ ロ グ
ラ!、 の管 理,オ ソ ラ イ ソ シ ス テ ムや デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム な ど の 分 野 に お け
る専 門 的 な 技 術 支 援,高 度 な シ ス テ ムに お け る プ ロ グ ラ ム の設 計 ・開 発 や ソ
フ トウ ェ ア設 計 の 助 言 ・コ ソサ ル テ ィソ グお よび 指 導 訓 練 業 務 な どを 主 と し
くう　
て担 当 す る 。
2.4主 と してORモ デ ル の 開 発 とそ れ に 関 連 す る専 門 的 技 術 サ ポ ー トを
行 う。 〔例 オ ペ レー シ ョ ソ ズ ・ リサ ー チ ・スペ シ ャ リス ト〕
オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ ・ス ペ シ ャ リ ス ト(OperationsResearch
Specialist)は 人 員 計 画r最 適 生 産 計 画,プ ロ ダ ク シ ョ ソ ・ス ケ ジ ュ ー リ ソ グ,
経 営 計 画,長 期 利 益 計 画,キ ャ シ ュ フ ロ ー ・シ ミュ レー シ ョ ソ,在 庫 管 理,
配 車 計 画 な ど の モ デ ル を 作 成 した り,あ る い は 需 要 分 析,消 費 者 行 動 調 査 分
析 な どを 担 当 す る 。
これ ら の職 務 を 遂 行 す る た め に は 数 学 的 素 養 や 統 計 分 析 の た め の 知 識 複
雑 な 問 題 を 分 析 す るた め に 必 要 と され る 各 種 ツ ー一ル な ど の経 験 が 必 要 と され
る。
3.運 用 部 門 主 と して バ ッチ お よび オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の 導 入 ・運 用
と操 作(オ ペ レー シ.の に 関 す る 仕 事 に 従 事 す る。
3.1プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ジ ョブ の"1",ケ ジ ュ ー リ ン グ と コ ソ トロ ー ル な ど を
行 う。 〔例 ス ケ ジ ュー ラ ー〕
3.2ジ ョブ実 行 の 準 備 と後 始 末,シ ス テ ム ∬ ネ ッ トワ ー ク/デ ー タ ・エ
ン ト リー び)各 オ ペ レー シ ョ ソな どを 行 う。 〔例 シス テ ム ・オ ペ レー
タ ー,ネ ッ トワー ク ・オ ペ レ ー ターコ
3.3DASD/テ ー プ ・ラ イ ブ ラ リー の 運 用 管 理 〔例 ラ イ ブ ラ リア ン〕
な お,運 用 部 門 で 働 く人 達 を 一 般 的 に オ ペ レー タ ー(Operator)と 呼 ぶ 。
(X91)
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図6キ ャリアプ ラン例
オペ レー シ ョンズ
リサ ーチ
スペ シ ャ リス ト
システム
デザ イナー
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この他 に,情 報 処 理 に よる便 益 を受 け ,シ ス テ ム出 力を 最終 段 階 で利 用 し
た り,現 部 門 で 自 ら システ ムを作 り利 用 す る部 門(エ ンド・ユーザ}が あ る
。
職 種,ス キ ル レベ ル,職 級 と勤 務年 数 との関 連 を 図 示 した もの が 図5で
論 。
さて,前 述 した よ うに企 業 と して望 ま しい 人 材 の育 成 を 図 る方 式
,キ ャ リ
ア ・デ ィベ ロッ プ メン ト ・プ ロ グラ ムが あ る。なか で も,コ ンピ ュー タ産 業 の よ
うに技 術 革 新 の急 な分野 では,オ ペ レー一ターや プ ログ ラマ ーか ら大 型 プ ロジ ェ
ク ト開 発 に必 要 な 人材 r例 えば,シ ス テ ム ・エ ンジ ニアや システ ム ・デザ イ ナ ー
な りへ の キ ャ リア パスを プ ログ ラム化 す る こ とは 人事 担 当者 の担 当す る仕 事 と
して,最 も重要 な仕 事 で あ る。
した が って,ま ず現 行 の 人事 制 度 の も とに ,開 発 お よび運 用部 門 を 中心 と し
た従 事 員の能 力や キ ャ リアを把握 し,デ ー タを使 って い くつか の キ ャ リア ・プ
ラ ンを作 成 して み る こ とが必 要 であ る。 図6は あ るキ ャ リア ・プ ラ ンを シ ャノ
ソ ・ダイア グ ラムで表 した もの で あ る。
次 に キ ャ リアー ・プ ラ ソに関連 して,推 移確 率 を求め るた め推移 行 列(Tran -
sactionMatrix)を 作成 す る。
その ため に は まず,人 事 マ ス タ ーテ ー プ ・ス キ ル ズ ・イ ソベ ソ トリー.シ ス
テ ムの テ ー プな りか ら,個 人個 人 の記 録 を取 り出 し,シ ミュ レー シ ョンの 入 力
用 に デ ー タを加 工す る必 要 が あ る。
例 えば,プ ロ グ ラーrと して 入社 した女 子社 員の退 職 に つ い ては ,過 去 の 人
事 資料 か ら,安 定 した 数値,(傾 向値)が 得 られ なか った た め ,人 事 担 当者 が再
検 討 後,補 正 を加 えて,退 職 率 を推 定せ ざるを 得 な い場 合 もあ る。
したが って,推 移確 率 の算 出 にあ た っては,統 計 的手 法 を 用 い る こ と もよい
が,こ れ らは あ くまで も補 正 的 な もの に とどめ }む しろ原 始的 な 方法 にせ よ,
人事担 当 者達 と話 合 い,人 事担 当者 の意 見 な り,数 値 を モデ ル上 に反 映 させ る
こ とが モ デル に対 す る信 頼 を高 め ,ま た,シ ミュ レー シ ョンの使用 価 値 を 高め
る こ とに な る。
図7は 推 移 行 列 の例 を示 す。
(188)
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4)評 価 基準
モ デル の フ レーム ・ワー クが整 った ら,次 に シ ミュー レー シ ョンに よる予 測
結果 か ら,現 行 人事制 度 や運 営 方 針 に 関す る問題 点 や ,キ ャ リア ・プ ラ ソの妥
当性 を判定 す るた め に,目 的 に照 ら して,評 価 基 準 とその 尺度 を設定 す る必 要
が あ る。
そ こで,先 発企 業 の 人 員構成,人 材 育成 制 度 な りを参 考 に した う}で ,将 来
発 生 す る プ ロジ ェ ク トに おけ る業 務 量 を 予 測 し,そ れ に必 要 と され る シ ステ
ム ・デ ザ イナ ー,シ ス テ ム ・エ ンジ ニア ー,プ ロ グ ラマ ーな どの 人員 と企 業 と し
て 望 ま しい 人員構 成 は どの よ うな職 種構 成 か ,な どを人 事部 門 と検 討 す るため
の作業 が 必 要 に な る。
次 に,各 年度 で雇 用す る 人員 を モデ ル に入 力(イ ンプッ ト)す れ ば ,シ ミュー
レシ ョ ソに よ り予 測値 が 得 られ るが ,予 測人 員構 成 と人事部 門 や プ ロジ ェ ク ト
で要 求 して い る 人 員(理 想人員 とす る)と の比 較 を 行 い ,差(ギ ャップ)が あ る
場 合 に はそ の差 をペ ナル テ ィとい う形 で モ デル に組 み込 む 。
例 えぽ,以 下 の図8に お い て モ デル に よる プ ロ グ ラマ ー全体 の予 測 人数 と人





予測値 50 55 60
理想値 40f 55 70
日
第1年 度 で は50-40>0余 剰 人 員 を 抱 え て い る(Surplus)状 態 ,
第2年 度 で は55-55=0過 不 足 な し(Equal)の 状 態,
第3年 度 で は60-70<0人 員 が 不 足 して い る(Shortage)状 態 を 表 して い る
。
こ こ で プ ロ グ ラ マ ー が 不 足 して い る場 合 で も,プ ロ グ ラマ ー の な か で,ジ ュ
ニ ア ク ラ ス な の か 。 シ ニ ア ク ラ スな の か に よ っ て,そ の 重 要 度 は 各 年 度 に よ っ
て 異 な る。
一 般 に
,人 員 が 余 って い る場 合 よ り も,不 足 して い る 方 が,ま た プ ロ グ ラ マ ー
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の中 で,ジ ュニ ア クラ ス よ りもシニ ア クラスの不 足 の方 が相 対 的 に,そ の重要
度 は高 い。
そ こで,各 職級 に おけ る重 要 度 を 人事 担 当者 と検 討 し,そ の ウ ェイ トづ け し
た 例 が 図9で 表 され る。
図9ウ ェイ ト例
職 種
シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ ー
シ ス テ ム ・デ サ イ ナ ー
シ ス テ ム ・エ ソ シ ニ ア ー
シ ス テ ム ・エ ソ ソ ニ ア ー
シ ス テ ム ・
フ ロ グ ラ マ ー
フ ロ グ ラ マ ー
フ ロ グ ラr一
フ ロ グ ラ マ ー
職 務 レベ ル 人員不足の場合 人員過剰の場合
ソ ズ リサ ー チ ス ペ シ ャ リ ス ト
ン ズ リ サ ー チ ト レ イ ニ ー 1.0
ソ ズ リ サ ー チ ジ ュ ニ ア 5.0 3.0
ソ ズ リ サ ー チ シ ニ ア 15.U 5.0
ミ デ ィ ア ム 7.0 3.0
ザ シ ニア 14.0 5.O
ジ ジ ユ ニ ア 3.0 2.0
"
ジ ミテ ィ ア ム 6.0 3.0
ソ ジ ニ ア ー シ ニ ア 12.0 4.O
ト レ イ ニ ー 1.0
ジ ュ ニ ア 2.0 2.0
























ト レ イ ニ ー









例 え ば,オ ペ レー タ ー ・ジ ュ ニ ア に 属 す る 人 員 が 不 足 して い る場 合 に は,不
足 人 員 を 満 た す た め に 中 途 採 用 した り,他 部 門 に 属 す る未 経 験 者 を 座 学 教 育 や
OJT(OnTheJobTraning)な どに よ って 短 期 間 に カバ ・一す る こ とが で き る こ とか
ら,そ の重 要 度 は 相 対 的 に 低 い 。
さ て,オ ペ レー タ ー職 全 体 に 不 足 あ る い は 余 剰 人 員 が 生 じた 場 合,そ の 相 対
的 重 要 度 はs
不 足 の 場 合 の ウ ェイ ト
WSO(WeightOfShotageForOperator)=1/2(1.0十4.O)=2.5
余 剰 の場 合 の ウ ェ イ ト
18商 経 論 叢 第27巻 第1号
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WPO(WeightOfSurplusForOperator)1/2(2 .0+3.0)=2.5で 表 さ れ る 。
また,不 足 にせ よ,余 剰 の場 合 にせ よ
少す る(図10参 照)。
図fo













例 え ば ・WYEAR=0・8tと 定 義 して み る。WYEARの 値 の範 囲 は
O〈WYEAR〈1の 間 で あ り,値 が 大 ぎけ れ ば ,大 き い ほ ど,将 来 に 対
して,シ ス テ ム ・ア リス ト職 な りの 不 足 の 度 合 が 大 き い こ と を 表 す
。
以 上 か ら,オ ペ レー タ ー職 全 体 の ペ ナ ル テ ィはt
(あ る時 点 で の オ ペ レー タ ー 全 体 の ペ ナ ル テ ィ)薫(オ ペ レー ター一職 の 理 想
人 員 と比 較 して 余 剰 あ る い は 不 足 人 員)×(各 職 種 と比 較 した オ ペ レー タ ー
職 の 重 要 度)×(時 間 を 考慮 した 場 合 の 重 要 度)で 表 され る。
例 え ば ・ 第1年 度 で の ペ ナ ル テ ィをPEO(PEnaltyOfC)perator)と す れ ば
,
2十3PEO
=(5()-40)xxf) .8tと な る。2
(184)
この 関 係 は 図11で 表 され る。
図11
WEIGHT
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SURPLUS
YEAR
図 で はtの 値 を0か ら3ま で変 化 させ た時 の関 係 を プ ロ ッ トして あ る。
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3.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
Dモ デ ルの フm一
シ ミュ レー シ ョン ・モデ ルの 基本 的 な機 能 は 図12で 表 され るが ,モ デル と し
ては まず マ ソ ・パ ワー ・モ デル の ポ イ ン トとな る昇進 な りキ ャ リア ・プ ラ ン ・
ル ール を決 定す るた め の 予備 的 な パイ ロツ ト ・モ デル を作 成 し
,逐 次 モ デ ルの
機 能 を拡大 してい く方が 賢 明 であ る。
この パ イ ロ ツ ト ・モ デ ルは,図6 ,7で み た よ うな モデ ルの キ ャ リア パス と
職 種 間異 動 を示 す 推移 行 列 の組 合せ が持 つ 意味 とaモ デ ルの性 質 を ア ウ トプ ッ
トに よ り人事 上 の問題 と して具 体 的 に確 認 す るため に重 要 で あ り,ト ライ ・ア
ソ ド ・エ ラ …に よ り,キ ャ リア パ ス ・職種 間 移動 確 率 な どの政 策 パ ラ メー タ ー
を修 正 し,人 事担 当者 が あ る程 度納 得 す る まで シ ミ。zレー シ ョンを繰 り返 す 必
要 が あ る。
図12基 本的機能
〔イ ンフVッ ト{貞目〕











一一一パ イ ロ ッ トモ デ ル
ー 一拡 張 モ デ ル
次 に,ロ ジ ックな りを十 分吟 味 した うえ で,
つか の機 能 を追 加 ・拡 張 すれ ば よい。
パ イ ロ ッ トモ デ ル を も とに い く




シ ミュ レー シ ョ ン期 間 、現 在溝 成 人 員 、推 移確 率
マ ンパ ワ ー 〉
コ ス トr-7則
ベ ー ス ア ツプ率
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2)イ ンプ ッ ト・デー タ
イ ソプ ッ ト ・デ ー タは モ デ ルの ロジ ッ クに応 じて揃 え る必要 が あ るが,な か
で も新 入 社 員,理 想 的 な 人 員構 成 の デ ー タ作 成 に注 意 を払 わ なけ れ ぽな らない。
新 入社 員に関 して は,現 行 人 員構成 を イ ソプ ッ トした後,そ れ に あ る一一定 の
比 率 で採 用 人員 を増 加す る方 法 と毎 年異 な った 人 員を採 用 してい く方 法 とが考
え られ る。
いず れ の方 法 に せ よ,長 期 計 画 ・中期計 画 あ るいは 各種 プ ロジ ェ ク トで必 要
と され る人 員を参考 に して算 出す る必 要 が あ る。
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図15が イ ソプ ッ ト例 で あ る。 また,図16は 図15を グ ラ フ化 した もの で あ る
。
次 に ・ オ ペ レ 汐 ㍉ プ ・ グ ラ マ ー,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア な ど企 業 と して
どの よ うな 職 務 構 成 お よび 人 員 構 成 が 理 想 的 か
,同 業 他 社 の 人 員構 成 や 予 想 さ
れ る 各種 プ ロ ジ ェ ク トで 必 要 と され る 人 員 な どを 参 考 に して
,シ ス テ ム ・デ ザ
イ ナ ー1名 に 対 して 何 名 の シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア ー を
,ま た シ ス テ ム ・エ ン ジ
ニ ア ー1名 に 対 して 何 名 の プ ロ グ ラ マ ー を 配 置 す る の が 理 想 的 か を 検 討 す る
。
人 事 担 当 者 と 各種 調 査 を 実 施 し,分 析 した 結 果 s理 想 的 人 員構 成 は,開 発 部
門 に お け る プ ・ グ ラマ ー 以 テ ム ・エ ン ジ ニ ア ㍉ シ ス テ ム'`Tザ イ ナ 棚
の 比 率 を プ ロ グ ラマ ー63% ,シ ス テ ム ・エ ソ ジ ニ ア ー-26%,シ ステ ム ・デ ザ イ
ナ ー-11%と す る。 そ の 詳 細 は ,
フ ロ グ ラマ ー ジ ュ ニ ア
〃 ミデ ィ ア ム
プ ロ グ ラ マ ー シ ニ ア





シ ス テ ム エ ソ ジ ニ ア ー ジ ュ ニ ア9%
"ミ 丁 イ ア ム9%
"シ ニ ア8%
〃 シニア とす る(7)
さ らに,第1年 度 の プ ロ グ ラ マ ー,シ ス テ ムsエ ン ジ ニ ア ー一
,シ ス テ ム ・デ
ザ イ ナ ー の 合 計 人 数 を202人 とす る と,理 想 人 員 構 成 を 年10%ず つ 増 加 させ る
と・ 図18の よ うに2年 度222,3年 度244 ,4年 度268,と な る。
これ ら の 値 に ジ ュ ニ ア,ミ デ ィア ム,シ ニ ア の比 率 を も と に 各 職 種 の 人 員 を
算 出 す る。
オ ペ レー タ ー に 関 して は,過 去 の オ ペ レー タ ー採 用 人 員 の トレ ン ド分 析 と今
後 予 想 され る 各種 プ ロ ジ ェ ク トが カ ッ トオ ー一バ ーす る時 点 で
,運 用 部 門 に お い
て 最 低 必 要 と され る 人 員 を も とに して検 討 した 結 果
,オ ペ レー タ ・一 ジ ュ ニ ア と
シ ニ ア との 比 率 を50対51)と す る
。
オ ペ レ ー シ ョ ン ズ リサ ー チ ・スペ シ ャ リ ス トは 第1年 度 初 期 最 低 必 要 人 員 を
ジ ュ ニ ア7人,シ ニ ア8人 とす る
。
図17,18,19で は 理 想 人 員増 加 率 が そ れ ぞ れ5%,10% ,15%の 場 合 の 比 例
配 分 値 を 表 して い る。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































30商 経 論 叢 第27巻 第1号
図20理 想 人 員
(173)
1 2 3 4 5 6 7 S 910YEAR
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図21理 想 人 員
1 2 3 4 5 6 7 8 910YEAR
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また,図20は プ ロ グ ラ ー一 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア ・一,シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ ー
の総 人 員増 加 率 が5% ,10%,15%の 場 合 とオ ペ レー一タ ー,オ ペ レ・一シ ョ ン ズ
リサ ー チ ・スペ シ ャ リス トの 総 人 員増 加 率 が10%
,15%の 場 合 を プ ロ ッ トした
もの で あ る。
図21は プ ロ グ ラ_r・ ジ ュ ニ ア(PJ),ミ デ ィ ア ム(PM)シ ニ ア(PS)の
人 員 増 加 率 が そ れ ぞ れ5%(破 線),10%(実 線)の 場 合 を プ ロ ッ ト した もの で
あ る 。
3)テ ス トケー ス
シ ミュ レー シ ョンの1つ の 目的 は ,モ デル に よ る予 想 人員構 成 と企 業 と して
望 ま しい 人 員構 成(理 想人員)と の蓬,す なわ ち ペ ナ ルテ ィを ミニマ ムに す る
よ うな採 用 人員 を 見い 出す こ とであ る。
主 な テ ス トケース と して は,図22に 示 す よ うな組 合せ が 考 え られ る。
図22
理 想 人 員 比 率 増 加 率
採 用
(変 動)
(固 定)10人 採 用
オ ペ レー ン ヨ ン ズ リサ ー チ ャ ー(固 定)1人 採 用
(変 動)
(固 定)20人 採 用
オ ペ レー ン ヨソ ズ リサ ー チ ャ ー(固 定)1人 採 用
(変 動):
(固 定)30人 採 用i
オペ レー ノ ヨ ン ズ リサ ー チ ャー(固 定)1人 採 用1
(変動)i
(変動)…
採 オペ ト シ 。ソズ リサーチ ゼ(変 動i
用+i
十i
中 プ ロ グ ラ_ri
途 シ ス テ ム エ ンジ ニ ア ー:
矯 システムデザイナー1
]ま ご レ割一シ ・ソズ リサ ーチ ゼ1
オ ペ レ ー タ ー
プ ロ グ ラ マ ー
新
シ ョ




オ ペ レ ー タ ー
プ ロ グ ラ マ ー
シ ョ
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次 に 前 述 の 組 合 せ の 中 で 推 移 確 率 を 変 化 させ る こ とに よ っ て,職 種 間 人 員構
成 に どの よ うな変 化 が あ るか を 分 析(感 度 分析)す る。
こ の 分 析 は オ ペ レー タ ー,プ ロ グ ラ マ ー,シ ス テ ム ・エ ソジ ニ ア ー な ど各 職
種 間 の 異 動(キ ャ リア ・パ ス)の 可 能 性,例 え ぽ プ ロ グ ラ マ ー ・ジ ュ ニ ア か ら シ
ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア ー あ る い は プ ロ グ ラf_._・ ミデ ィア ム へ の キ ャ リア ー パ ス
を テ ス トで き る の で 人 事 担 当 者 に と って 興 味 が あ ろ う(図23参 照)。
図23
フ ロ ク フ マ ー 羽
} バ テ ム ー ソシ ニア ー ・ ユ ニ ア1
一一 一 一,yOX ロ ク ラ マ ー ・ ミ テ ィ ア ム
4)ア ウ トプ ッ ト
要 約 部 分:各 年 度 期 首 人 員,採 用(新 規 ・中 途)人 員,転 出(他 部 門 へ の転
出 ・退職 な ど)人 員,期 末 人 員 お よび 各職 種(ト レイ ニー,オ ペ レー
ター,プ ログラマ ー,シ ステムエ ソジニア,シ ステ ムデザ イナー一,オ ペ
レー シ ョソズ リサ ーチ ャー一 人 員 。
詳 細 部 分:各 職 種 を ト レイ ニ ー,ジ ュ ニ ア,ミ デ ィア ム,シ ニ ア に フ レー・ク
ダ ウ ソ した 部 分(図24の 例 を参照)。
ペ ナ ル テ ィ部 分:シ ミュ レー シ ョ ソに よ る予 測 人 員,理 想 人 員,各 職 種 別 ペ
ナ ル テ ィお よび 各年 度 に お け る総 ペ ナ ル テ ィが プ リソ トア ウ トさ
れ る(図25の 例 を参照)。
5)総 合評 価
シ ミュ レー シ ョソの結 果 は,モ デル作 成 時 に設 定 した評価 基 準 を も とに して
評 価 され る。 す なわ ち,シ ミュ レー シ ョソの結 果 の ア ウ トプ ッ トの 内容 が分 析
され,人 事 部 門 で 目標 と して い る人 員(例 えば,理 想人員)な どを 基準 と して評
価 され る。
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ま た,オ ペ レー タ ーか ら プ ロ グ ラ マ ー一,プ ロ グ ラz一 か ら シ ス テ ム エ ン ジ ニ
ア ー な どへ の い くつ か の キ ャ リア ー ・パ ス案(ケ ース1
,2,3案)が 得 られ た 場
合 に は,そ れ らの 結 果 が 評 価 基 準 に 基 づ き比 較 され,代 替 案 の な か で ペ ナ ル テ
ィの 最 小 の もの が 採 択 され る。
ケ ー ス1は プ ロ グ ラ マ ー ・ジ ュ ニ アか ら プ ロ グ ラ マ ー ・ ミデ ィア ム へ の 割
合 が25%,ま た シ ス テ ム ・エ ソジ ニ ア ー ・ジ ュ ニ ア へ の 割 合
が20%(図24,25,26参 照)
ケ ー ス2は プ ロ グ ラマ ー ・ジ ュ ニ ア か ら プ ロ グ ラ マ ー ・ ミデ ィア ムへ の 割
合 が30%,ま た シ ス テ ム ・エ ソ ジ ニ ア ー ・ジ ュ ニ ア へ の 割 合
が15%(図27,28,29参 照)
ケ ー ス3は プ ロ グ ラマ ー ・ジ ュ ニ ア か ら プ ロ グ ラマ ー ・ミデ ィア ムへ の 割
合 が27%,ま た シ ス テ ム ・エ ソ ジ ニ ア ー ・ジ ュ ニ アへ の 割 合
が18%(図30,31,32参 照)
の シ ミュ レー シ ョ ソ結 果 を 表 して い る
。
図33は ケ ー ス2の 総 人 員,採 用 人 員,転 出 人 員(実 線部 分)と 理 想 人 員(破 線
部 分)の 関 連 を グ ラ フ化 した もの で あ る。
こ の 結 果 か ら第2案 の ケ ー ス が 最 も職 種 別 人 員 構 成 と理 想 人 員 構 成 との 乖 離
が 少 な く,か つ ペ ナ ル テ ィの 値 が 低 い 案 と い え よ う
。
こ の 案 が 妥 当 か ど うか を 判 定 す る た め に は ,シ ミュ レー シ ョ ソに お け る 前 提
条 件 や イ ン プ ッ トされ た デ ー タの 内 容 の 信 頼 性 な ど の 点 か ら も評 価 を 行 わ な け
れ ば な ら な い 。
さ ら に,モ デ ル作 成 時 に 計 量 化 で きな か った 要 因 ,省 略 され た 要 因 や,モ デ
ル 内 部 の 不 確 実 な 要 因 な ど を 考 慮 し,定 性 的 な 判 断 を 加 え た うえ で 総 合的 な 評
価 が な され な け れ ば な ら な い。 も し,妥 当 な 結 果 が 得 られ な か った 場 合 に は
,
そ の つ ど,代 替 案 の 探 索,モ デ ル の 改 訂,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,評 価 の サ イ クル
を 繰 り返 す こ と に な る。
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4.結 論
シ ミュ レー シ ョソの結 果 を もとに分析 した 結 果,A社 の情報 シス テ ム部 門 に
お いて,今 後5年 間 で必要 と され る人 員は 図34の とお りで あ る。
図34必 要人員(要 約)
職務分類
情 報 シ ステ ム管 理 部 門(8)
課 長(マ ネ ー ジ ャー)
課 長 補佐(ア シ ス タ ソ ト ・マ ネ ー ジ ャー)
課 員(サ ポ ー ト ・ス タ ッフ)
小 計
開 発 部 門
ORス ペ シ ャ リ ス ト
シ ス テ ム デ ザ イ ナ ー





(シ ニ ア&ミ デ ィ ア ム)
シ ス テ ム ー ン ジ ニ ア 細 ニア&ミ デ ・ア ム&ジ ・ニア)i










































































































た だ し,こ の図 で は プ ロ グラz-,オ ペ レー シ ョソズ リサ ー チ ・スペ シ ャ リ
ス トの トレイ ニ ー一は除 い てあ る。
また,こ の図 に示 され て いな い職種,例 えば ハ ー ドウ ェアや コ ミュニ ケー シ
ョンシ ステ ム分野 で の技 術支援 や 最 適 シ ステ ムの構 築 な どの業 務 を 行 うスペ シ
ャ リス トは サ ポ ー トス タ ッフな どの職種 に含 まれ る。
また,開 発 部 門 に おけ る職 種 別 必要 人 員の詳 細 は 図35の とお りであ る。
開発 部 門 に おけ るマ ンパ ワー要 件 を で ぎるだけ 満 たす た め には,採 用 計画
教 育 計画 お よび新 た な 人事 政策 の確 立 が必 要 に な る。
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図35必 要人員(詳 細)
職務 分類
0/Rス ペ シャ リス ト
小 計
システ ムデザイ ナ ー
小 計
シ ス ア ム エ ンジ ニ ア ー
小 計











こア イ ア ム
シ ニ ア
ミデ ィ ア ム
シ ュ ニ ア
シ ニ ア
ミ デ ィ ア ム































































































































































































D採 用 計 画
a)高 度 な 専 門 知 識 が 要 求 され る シ ニ ア レベ ル の オ ペ レー シ ョ ン ズ リサ ー
チ ・ス ペ シ ャ リス トお よ び シ ス テ ム デ ザ イ ナ ー が 少 な くと も 各5名 が
,同
じ く シ ニ ア レベ ル の シ ス テ ム エ ンジ ニ ア ー お よび プ ロ グ ラ マ ー が そ れ ぞ れ
8名,10名 必 要 と され る 。
こ の 分 野 の 要 員 を 自社 で 育 成 す るた め に は 少 な く と も数 年 か か る た め
,
これ ら の 人 材 を 中 途 採 用 す る必 要 が あ る。
b)ま た,オ ペ レ ー シ ョ ン ズ リサ ー チ ・ス ペ シ ャ リス ト,プ ロ グ ラ マ ー お
よび オ ペ レー一タ ー職 の 新 卒 を 今 後,5年 間 に わ た っ て 図36の とお り採 用 す
(156) マ ン パ ワ ー ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン47
る必要 が あ る。
図36採 用人員
経 験 者(中 途 採 用)
ORス ペ シ ャ リス ト シ ニ ア
ORXペ シ ャ リス ト ジ ュ ニ ア
シ ス テ ム デ ザ イ ナ ー シ ニ ア
シ ステ ム デ ザ イ ナ ー ミデ ィァ ム
シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア ー シ ニ ア
シ ス テ ム エ ソ ジ ニ ア ー ミ デ ィ ア ム









ORス ペ シ ャ リhト
プ ロ グ ラ マ ー




ト レ イ ニ ー
ト レ イ ニ ー
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2)教 育 計 画
プ ロ グラ マ ーか ら シ ステ ムエ ソジ ニア ーな どへ の職 種 転 換 をは か る た め に
は,従 来 か ら実施 して きた オペ レー ター教 育 や プ ログラマ ー教 育 だ け では な く,
システ ムエ ンジ ニア ー育成 のた め の 教育 が必 要 に な る。
システ ムエ ンジ ニア ー教 育 を実 施す る場 合,
191
a)企 業 内 教 育 に よ る 方 法,主 と して,社 内 の イ ン ス トラ ク タ ー に よ る 座
学 教 育 お よびOJT(ontheJobTraining)に よ る方 法 と,
to
b)外 部 の機 関を利用す る方法
48商 経 論 叢i第27巻 第1号 (.155)
とが あ る。
いずれ の方 法 を採 択 す るにせ よ,人 事担 当は 教 育担 当 と相 談 して教 育 計画 を
プ ロ グラム化 す る必 要 が あ る。
また,現 在,シ ステ ム ・エ ンジ ニ アーな りに分 類 され て い る人で プ ログ ラ ミ
ソ グな どの経 験 が 不足 して い る場 合 には,不 足 して い る知 識 経験 を補 うた め
の教 育計 画 が必要 に な る。
3)人 事 政 策
最 後 に,図5で 実 線 表 示 され て い る よ うに プ ロ グ ラ'?一 か ら シ ス テ ム ・エ ソ
ジ ニ ア ーへ,シ ス テ ム ・エ ンジ ニ ア ー か ら シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ ー な どへ の 職 種
転 換 を は か る た め の パ ス,ま た,情 報 シ ステ ム部 門 か らユ ー ザ ー部 門 や 関 連 会
社 の コ ソ ピ ュ ー タ ・プ ロ ジ ェ ク ト支 援 の た め,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア ー な りを
定 期 的 に 異 動 させ る パ ス な どを 確 立 させ る た め に は,新 た な 人 事 政 策 の確 立 が




MellonUniversity,1968等 の 論 文 が あ る 。
(2)例 え ば,Bartholomew,D.J,Stochasticル ん4θJs/b7SocialProcess.2ndEdition,
JohnWiley&SonsLondon1973な ど の 論 文 が あ る 。
シ ュ レ ー シ ョ ソ モ デ ル 昇 進,採 用 計 画 に 関 す る モ デ ル に は,例 え ば,Kewin,
C.G.lAManpowerPlanningStudy,()peraticｺnalResearch(ル α漉 吻,Vol.22,
1971.Jones,R.C.,S.R.,andWhiteman,.R.P,:HelpingtoPlanaBank'sMan-
powerResources.OperationalResearchQuarterPy,Vol,24,1973な ど が あ る 。
(3)日 経 連 職 務 分 析 セ ン タ ー に よ る と,日 本 の 経 営 組 織 の 職 務 構 造 は 一 般 的 に 事 務
職 な ど の 職 務 系 列 と 職 務 等 級 に よ っ て 定 め ら れ て い る 。
L例 〕 営 業 職1職 級,2職 級 な ど
(日 経 連 職 務 分 析 セ=ソ タ ー 『間 接 部 門 の 定 員 管 理 』 日 経 連,1968年)。
(4)彼(Bartholomew)の モ デ ル で は 、 会 社 の 社 員 を 役 職 ・年 齢 な ど に よ っ て ク
ラ ス に 分 け,そ れ ら の ク ラ ス を 一 次 的 状 態7退 職 を 吸 収 状 態 と す る 吸 収 的 マ ル コ
フ 連 鎖 を 考 え る 。 社 員 の ク ラ ス を1か らnま で と し,
(154)
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Xi(t)t期 に クラ スiに い る 社 員 の数
Ui(t):t期 に ク ラ スiに よ る新 人社 員の 数
Pilt(期 に クラ スiに い た 社 員の 内t+1期 に ク ラ スjへ 推 移 す る社 員 の 割 合 と
す る。
X(t),u(t),Q(t)を それ ぞ れX,(t),u;(t),pij(t)を 要 素 とす る行 ベ ク トル,
正 方 行 列 とす る 。
こ こでP、j(t)を 」に つ い て 加 え た もの は1を 越 え ず,こ の 和 と1と の差 はt期
に クラ スiに い た 社 員 の うちt+1期 に 退 職 す る割 合 で あ る。




(5)最 近 で は,以 下 の よ うに 技 術 者 の 定 義 と分 類 を 行 って い る。
技 術 者 の 分 類,要 求 され る技 術 ・知 識





プロジ エ ケト管理能 力
経営管理,繰 営 工学の知識
分 類 職務内容 な ど
ア プ リ ケ イ シ ョ ン 業務分野に最適の情 報 システムを
エ ン ジ ニ ア ー一 構i築
要 求 仕 様 の 定 義,シ"lamテ ム 化 の 企
画,実 現 可 能 惟 の 検R'3+シ ス テ ム
設 計 と仕 様 の 決 定,シ ス テ ム設 計
と評 価,シ ス テ ム の 運 用 ・管 理
∫レ ー ザ ー・サ イ トに 立 っ た 業 務
テ ク ニ カ ル エ ン ジ 一 一,一ド ウ ェ ア ・ ソ ソ ト ウ ェ ア 両 面
.「、 一/一 一 で の 最 適 シ ス テ ム 構 築 運 用,管 理,
評価
コ ン サ ル テ ー一一シ ョ ン
情 報 のDB化 と 一…元 管 理
t.一 一ヂ ー一 と ズ ー 一カ ー一の 橋 渡1
デ ベ ロ ッ プ メ ン ト 特定分野の最適製 品や ソソ トウェ
エ ン ジ ニ ア … アを開発
汎 用 ソ ソ ト ウ ェ ア(C.)5,--B,
MS,・ ㍉ ケ … ジ,書 語 プ ロ セ ・ノ
サ …,開 発 芝 援 ツ ー ル 等),マr
コ ソ組 込 み 製 品 ソ ソ ト等 の 開 発,
新技術の開発
供 給 サ イ ドに 立二っ た 業 務
昌 巴「ーノ ロ タ ク ・ン ン.r _ヨ ソ ソ ト ウ ェ ノ設 計 の=1ン サ ル テ ー一
ン ジ ニ ア ー シ ンー
プtlグ ラ ム 開 発 の プ ロ ジ ェ ク ト
り一一ダ ー一
プ ロ グ ラ ム の 設 計 開 発
工 程 ・品 質 ・原 価 管 理
結 合,検 査
保 守
プ ロ グ ラ ム 設 計 に 基 づ い て プ ロ ク
ラ ム 作 成
プF"1グ ラ ノ、"王 ノ ピ ノし論 理 設 計 ・
製 造
モ デL一 ノレケ ス ト ・結 合 う'ス ト
プ ロ グ ラ ノ、七 デ ュ ー ル 保 守 改 善
特 定 の シ ス テ ム 資 源(一 … ドゥ ェ圏ノ・・プf-一タ'く一一ス ・不.ト1ノ ー一ク
等)に 関 す る 知 識
コ ン ピ ュ ー タの ハ ー ドウ ェ ア ソ
ソ トウ ェ ア技 術
シ ス テ ム評 価 技 術
デ ー タベ ー ス技 術
情 報 通 信 技 術
複 合 シy,テ ム技 術
特 定 分 野 の 製 晶 開 発 に 関 す る 専 門
知 識
ソ フ トウrア 工 学 の 専 門 知 識
コ ン ピ ュ ー タ科 学 の 専 門 知 識
シ ス テ ム 工学 の 専 門 知 識
製 品 の 開 発 管 理 技 術
'・一一 トウrア の 専 門 知 識
素
ソ ソ トウ ェ ア工 学 の 専 門 知 識
プ ロ グ ラ ム の 設 計 技 術
工 程 ・品 質 管 理 技 術
ノ ロ グ ラ ム テ ス ト技 法
生 産 性 向 一ヒ技 術,v一 ル の 活 用 技1
術■
ノμ グ ラ ム 書語 の 専 門 知 識
1ン ピ ゴ タ科 学 の 知 識
・一一ドウ ェ ア の 専 門 知 識
プ ロ グ ラ マ ー一
L
ノ ソ ト ウ_Lア 工 学 の 知 識
1か グラ納 設計雛1
L________.______
田 本 情 報 処 理 開 発 協 会rア プ リ ケ ・ 宏 、ン エ ン ジ ニ ・一一育 成 力 ・キ ー ・策 定 に 関 す る 調
査 報 告 書 』 中 央 情 報 教 育 研 究 所 、 平 成 ノ仁年,11ペ ー ジ 。
ソ μ 、ソ グ技 法
プ ロ グ ラ ム テ ス ト技 法
プ ロ グ ラ ム の 保 守 技 術
プ μ グ ラ ム 言 語 の 知 識
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(6)こ れ ら職 種 を ス キ ル レベ ル に 応 じて ト レイ ニ ー一,ジ ュ ニ ア(初 級),ミ ァ ィア
ム(中 級),シ ニ ア(上 級)と 分 類 す るた め に は 職 務 分 析 が 必 要 に な る
。 図 は プ






























PROGRAMの TESTDATA作 TESTDATASPED TESTPROCEDURE
検証 成 1乍成 の設定
UNITTEST依 頼 書 の TESTCASE





PROGRAM 管理資料作成 時間管理 PROGRAM別 乍業
PRODUCTの 進捗状況 SCHEDULEの 管理.
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(7)当 初,シ ス テ ム開 発 部 門 に お け る望 ま しい 人 員 比 率 を オペ レー シ ョ ンズ リサ ー
チ ・スペ シ ャ リス ト5%(;5/100),シ ステ ム ・デザ イ ナ ー11%(二10/95),シ ス
テ.ム エ ン ジ ニ ア ー26%(25/9:),プ ロ グ ラ マ ー63%(・=60/95)と した 。 しか
しな が ら,実 際 に は 組 織 と して どの よ うな 人 員比 率 構 成 が 望 ま しい が 不 明 な 場 合
が 多 く,シ ュ ミレー シ ョ ンを 何 回 か 行 な い な が ら しだ い に 望 ま しい 比 率 を 見 出 し
て い く こ とに な る。 何 回 か 人事 担 当者 と相 談 を 繰 り返 した 結 果,プ ロ グ ラマ ー,
シ ステ ム エ ソジ ニア ー,シ ス テ ム デ ザ イ ナ ーに 配 分 す る比 率 を最 終 的 に ・ プ ロ グ
ラマ ー-60%,シ ステ ム エ ソジ ニア ー24%,シ ステ ム デ ザ イ ナ ー9%,オ ペ レー シ
ョ ソズ リサ ー チ スペ シ ャ リス ト7%と 修 正 した(下 表 図 参 照)。
システム開発部門における望ましい人員比率
「一 一 一
ORXペ シ ャ リ ス ト
シ ス テ ム デ ザ イ ナ ー一
シ ス テ ム エ ソ ジ ニ ア ー










ミ デ ィ ア!シ ニ ア





1名 の シ ステ ム デ ザ イ ナ ーに 対 して2～3名 の シ ステ ムエ ン ジ ニ ア ー ま た・
1名 の シ ステ ム ・エ ソジ ニ ア ー に 対 して も2～3名 程 度 の プ ロ グラ マ ー な ど,基
本 的 に は ピ ラ ミッ ド型 組 織 を で き るだ け維 持 す る こ とを 前 提 に して い る 。
(8)管 理 部 門 の マ ネ ジ メ ソ トス タ ッフ(課 長,課 長 補 佐 あ る い は 係 長)の 増 加J/!
情 報 シ ス テ ム部 門 人 員増 加 率 の 半 分位,ま た サ ポ ー トhタ ッ フ数 は 同 じ位 の 伸 び
率 と仮 定 した 。
(9)企 業 内 職 種 転 換 教 育 の例 と して,住 友 金 属 工 業㈱ な ど い くつ か の 企 業 例 が あ る。
(日 本 情 報 処 理 開 発 協 会,『 情 報 処 理 教 育 実 態 調 査 報 告 書』 中 央 情 報 教 育 研 究 所
平 成 元 年,135ペ ー ジ)。
(10)外 部 の 教 育 機 関 と して は,公 益 機 関 の ひ とつ に,中 央 情 報 教 育 研 究 所 が あ る。
高 度 情 報 処 理 技 術 者養 成 講 座 に,ア プ リケ ー シ ョンエ ンジ ニ ア ー,ネ ッ トワー ク
エ ソジ ニア ー,プ ロ ダ クシ ョソエ ンジ ニ ア ー,シ ステ ム監 査 エ ソジ ニア ー・ デ …
タベ ー ス エ ンジ ニ ア ー一,ナ レ ッジ エ ソジ ニ ア ーな ど の コー スが あ る。.
また,日 本IBM,日 本 ユ ニ シ ス,日 本DEC,富 上通,日 本 電 気 な ど コ ン ピ ュー
タベ ソ ダー の教 育 コ ー スが あ る。
日本IBMの シ ステ ム エ ンジ ニ ア ー教 育 コー ス(カ ス トマ ー 向 け)と して は,
総 合 デ ー タベ ー スの 設 計 と管 理,適 用 業 務 シ ステ ム設 計 の 基 本 的 手法,適 用 業 務
シ ス テ ムの 分 析,適 用 業 務 シ ステ ム の設 計,プ ロ グラ ムの 設 計 と開 発,適 用 業 務
プ ロジ ェ ク トの 管 理(管 理 技 法),適 用 業 務 プ ロジ ェ ク トの 管 理(問 題 解 決),適
i2 商 経 論 叢 第27巻 第1号 (15D
用 業 務 開 発 プ ロジ ェ ク トの 進 捗 管 理,情 報 資 源 管 理 ,IMSデ ー タベ ー スの 設 計,
IMS/DC適 用 業 務 の設 計,CICS適 用 業 務 の設 計 ,ネ ・ソ トワー ク シ ステ!、 の 計
画 と管 理,ネ ッ トワー ク シ ス テ ム の 設 計 な どが あ る。
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